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令和８年度沼津市民文化センターわくわくプロジェクト開催業務委託 公募仕様書 

 

 本仕様書は、令和８年度沼津市民文化センターわくわくプロジェクト開催業務委託

（以下、「本業務」という）の受託者を公募するにあたり、必要とする基本的事項につ

いて定めるものです。 

 

１ 業務委託名 

 令和８年度沼津市民文化センターわくわくプロジェクト開催業務委託 

 

２ 業務目的・概要 

 本業務は、沼津市民文化センター（以下、「文化センター」という。）を市民がプロデ

ュースしていくために、令和７年度に開催したアイデア出し会議の成果をもとに、アイ

デアの実証を行い、その効果の検証を行うものです。 

 

３ 履行期間 

 契約日から令和９年３月 31日まで 

 

４ 履行場所 

 本業務では、市民文化センターを主な対象とする。 

 

５ 業務内容 

（１）アイデアの実証と効果の検証 

令和７年度に開催したアイデア出し会議の成果（別紙「文化場想像会議」と題するグラ

フィックレコード）を参考に、以下の項目に係る実証を少なくとも１回以上行うこと。

また実証時にアンケートを行い、その効果の検証を行うこと 

 ① 市民一人一人に自ら利用し参画できる場であるとの意識が芽生えるような地域

の誰もが自由に参加できる「文化の入会地」の形成を促し、多様な主体が文化的な営み

を通じて繋がり、排除ではなく包摂できるような施設を目指したイベントの企画 

 ② 文化芸術とスポーツが連携など、他分野との連携ができる施設を目指した企画 

 ③ 「日常」と「非日常」が入り交じり、「くつろぎや癒しの場（日常）」と「文化の

中心や文化の醸成（非日常）」とが、共存するような施設を目指したイベントの企画 

 

６ 実施体制 

業務の実施にあたって、以下の人員を配置すること。 

・業務統括担当者 

  ・その他業務実施に必要なスタッフ 
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７ 報告義務 

受託者は、委託者及び関係者との本業務実施に係る定期的な協議の機会を設ける等、

随時情報交換を行うとともに、業務の遂行に関し、疑義が生じた場合は、委託者の指示

を受けること。 

 受託者は、委託業務終了後、委託業務報告書及び業務実施において作成した資料をま

とめ、委託者に紙媒体１部及び電子データを提出すること。 

 

 

８ 業務上の注意点 

（１）受託者は、本業務の遂行にあたり、委託者と十分に協議を行いながら業務を進め

ること。 

（２）受託者は、著作権、肖像権等、他の個人・団体等の権利を侵害しないように十分

留意すること。 

（３）受託者は、業務の実施にあたり、「個人情報取扱特記事項」を遵守し、業務上知

り得た秘密を漏らしてはならない。 

（４）本業務の遂行にあたり、受託者と実証の参加者との間の苦情、トラブル等が発生

した場合は、受託者が迅速かつ誠実に対応すること。対応が困難な苦情等が発生した場

合は、迅速に委託者に報告し、対応を協議すること。 

（５）本業務実施によって、故意または過失により第三者に損害を与えた場合は、受託

者が賠償責任を負うことになるため、受託者は、契約締結後、必要に応じて本業務に関

わる損害保険等に加入すること。（実証の参加者やスタッフ等に対するケガ等に対する

補償も含む）。 

（６）本業務を実施するにあたり、疑義が生じた場合及び本仕様書に定めのない事項に

ついては、必要に応じて受託者と委託者とで協議して定める。 

（７）実証終了後は、速やかに会場設備を撤収し、原状回復を行うこと。なお、計画段

階で当日中に撤収が終了しないことが予期された場合、速やかに委託者と調整を図るこ

と。 

 

９ 委託料の支払い 

受託者は、当該業務に係る業務計画を委託者に提出した後、委託者の承認をもって、

委託料の前払い請求ができる。 

 ただし、前払金の額は、契約額に 10 分の 3 を乗じた額（万位未満端数切り捨て）と

する。残りの金額は、完了払いとする。 

なお、前払い、完了払いともに、受託者からの適正な請求を受けた日から 30 日以内

に支払う。 
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